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第 36 回東北動物実験研究会開催のご案内（第 2 報） 

 

清秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より、本研究

会の活動に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  さて、下記の日程にて、第 36 回東北動物実験研究会を開催いたしますのでご案内申し上げま

す。本会は会員に限らず、非会員の方々にも参加していただけます。関係者の皆様におかれまし

ては、お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ち申し上げております。 

 

記 

 

【開催日】令和 7 年 11 月 28 日（金）12：45〜17：15 

【場 所】東北大学 加齢医学研究所スマート・エイジング研究棟１階国際会議室 

          〒980-8575 仙台市青葉区星陵町 4−１ 

【参加費】無料 

 

 



 

◆ 役員会(東北大学医学系研究科附属動物実験施設 RI 会議室) 

時間 内容 

11:30〜12:30 令和６年度事業・決算報告、令和７年度事業計画・予算案等 

 

◆研究会(東北大学 加齢医学研究所スマート・エイジング研究棟１階国際会議室) 

時間 プログラム内容 

12:45〜13:00 総会 

13:00〜13:05 学術集会開会のあいさつ 

13:05〜14:05 

“日本実験動物技術者協会共催講演“ 

講演Ⅰ「in vitro・in silico モデルから考える動物実験と NAMs の共進化」 

西川 昌輝 先生（東京大学） 

14:05〜14:45 
講演Ⅱ「動物実験とヒト研究の調和〜褐色脂肪の制御機構解明を例に」 

米代 武司 先生（東北大学） 

14:45〜15:00 休憩 

15:00〜15:40 
講演Ⅲ「宇宙マウス研究から健康長寿社会の実現を目指して」 

鈴木 隆史 先生（東北大学） 

15:40〜16:00 
講演Ⅳ「動物実験と実験動物」 

三好 一郎 先生（東北大学） 

16:00〜17:10 一般演題 

17:10〜17:15 閉会のあいさつ 

※研究会終了後に写真撮影を行いますので、ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

◆一般演題の募集 

 別紙１の書式を使用してください。（文字を上書きしご使用ください） 

 明朝体でタイトル、研究チーム（発表者は〇）、所属、要旨を記してください。 

 タイトル、チーム、所属は 12 ポイント、要旨本文は 10~11 ポイントで記す。 

 ファイル名は“発表者姓_ご所属”でお送りください（例：北村_東北大） 

 優れた発表に対しては“東北動物実験研究会賞”と副賞を授与いたします。 

 図表や引用論文を載せてもよいです。 

 最大 A4 1 ページでご準備ください。 

：提出先：実行委員会委員長 北村 浩 

E-mail: hiroshi.kitamura.d8@tohoku.ac.jp 

〆切：令和 7 年 10 月 31 日（厳守） 
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◆懇親会 

東北動物実験研究会、日本実験動物技術者協会奥羽・東北支部合同 

【日 時】令和 7 年 11 月 28 日（金）18：30〜20：30 

【場 所】DUMBO PIZZA FACTORY(ダンボピザファクトリー)エスパル仙台 

〒980-0871 宮城県仙台市青葉区中央 1 丁目 1−1 

JR 仙台駅東口徒歩 2 分 エスパル仙台東館 1 階 

電話 022-290-5355  http://www.dumbo-pizza.com/ 

※研究会終了後、会場までは各自でご移動をお願いいたします。 

【会 費】2,000 円  

※懇親会会費につきましては、当日研究会受付にてお支払いください。 

 

 

◆参加申し込み 

別紙申込書に、所属機関ごとにとりまとめて必要事項をご記入の上、11 月 7 日（金）までに実行

委員会事務局に E-mail にてお申し込みください。なお、お車での参加を希望される方は、備考欄

に駐車場希望と明記してください。別途ご連絡さしあげます。 

 

 

◆お問い合わせ先： 

第 36 回東北動物実験研究会実行委員会事務局 

東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設内 

担当：小関 陽子 

〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星陵町２−１ 

Tel：022-717-8175 FAX：022-717-8180 

E-mail： yoko.koseki.b3@tohoku.ac.jp 

 

主催 東北動物実験研究会  

共催 日本実験動物技術者協会奥羽・東北支部 

後援 国立大学法人 東北大学 

主管  東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設 
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別紙１ 

（要旨書式） 

XXX 法を応用した新たなラットのゲノム編集技術の開発 

〇東北太郎１、仙台花子２、宮城次郎１ 

（1東北大・医・動物実験施設、2東北医薬大・実験動物センター） 

我々はこれまでに、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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